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３ 要旨 

「幸水」では、ナシ黒星病に対する果実の感受性が梅雨期（満開後 50～90 日頃）に高まる
が、「豊水」果実の感受性の推移が不明である。そこで、接種試験により調査したところ、梅
雨期以降の「豊水」果実の感受性はいずれの時期も「幸水」より低く、7 月下旬以降の接種では
発病が認められなかった。 
                                                                                                                          

（１） 2021 年の時期別接種試験による発病果率は、6 月 23 日～7 月 5 日接種区で｢幸水｣（満開後
69～81 日）は高かったのに対し、「豊水」（満開後 74～86 日）は低く推移した（図１）。 

（２） 2022 年の時期別接種試験による発病果率は、6 月 21 日～7 月 11 日接種区で｢幸水｣（満開
後 61～81 日）は高かったのに対し、「豊水」（満開後 64～84 日）は低く推移した（図２）。 

（３） 両年ともに、「豊水」満開後 99 日以降（平年 7 月 30 日以降）の感受性は極めて低かった
（図 1、図 2）。 
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図 1 黒星病に対する果実感受性の推移（2021 年） 
※発病調査は、「幸水」は 8/16～8/17、「豊水」は 9/9 に実施。 
※｢豊水｣満開後 99 日は 7/20。 

図 2 黒星病に対する果実感受性の推移（2022 年） 
※発病調査は、「幸水」は 8/19、「豊水」は 9/8 に実施。 
※｢豊水｣満開後 99 日は 7/26。 


